
 
 
 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
要
綱 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
と
す
る
こ
と
。 



政
令
第
九
十
八
号

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
十
三
号
）
附
則
第
一
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
と
す
る
。



理

由

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。



- 1 -

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
参
照
条
文

○

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
法
律
第
十
三
号
）

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。



 
 
 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
要
綱 

第
一 
法
適
用
自
然
災
害
の
追
加 

自
然
災
害
に
よ
り
五
以
上
の
世
帯
の
住
宅
が
全
壊
す
る
被
害
が
発
生
し
た
市
町
村
（
人
口
十
万
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
の

区
域
で
あ
っ
て
、
災
害
救
助
法
施
行
令
に
該
当
す
る
災
害
が
発
生
し
た
市
町
村
の
区
域
等
に
隣
接
す
る
も
の
に
係
る
当
該
自

然
災
害
を
法
適
用
自
然
災
害
に
追
加
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
第
一
条
第
四
号
関
係
） 

第
二 

法
適
用
世
帯
の
追
加 

そ
の
居
住
す
る
住
宅
が
半
壊
し
、
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
の
補
修
を
含
む
大
規
模
な
補
修
を
行
わ
な
け
れ
ば
当
該
住
宅

に
居
住
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
を
法
適
用
世
帯
に
追
加
す
る
こ
と
と
す
る
。（
第
二
条
第
三
項
関
係
） 

第
三 

法
適
用
経
費
（
居
住
安
定
確
保
に
係
る
経
費
）
の
追
加 

居
住
安
定
確
保
に
係
る
経
費
を
、
被
災
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
自
立
し
た
生
活
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
と
し

て
、
法
適
用
経
費
に
追
加
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

（
第
三
条
関
係
） 

第
四 

支
援
金
の
額
の
算
定
基
準
等
の
改
正 

 
 

第
二
及
び
第
三
に
伴
い
、
被
災
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
支
援
金
の
額
の
算
定
基
準
等
を
改
正
す
る
こ
と
と
す
る
。 



（
第
四
条
関
係
） 

第
五 
そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。 



政
令
第
九
十
九
号

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
（
平
成
十
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
二
条
第
二
号
、
第
三
条
及
び
第
五
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
三
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
中
「
次
号
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

自
然
災
害
に
よ
り
五
以
上
の
世
帯
の
住
宅
が
全
壊
す
る
被
害
が
発
生
し
た
市
町
村
（
人
口
十
万
未
満
の
も
の
に
限
る
。

）
の
区
域
で
あ
っ
て
、
前
三
号
に
規
定
す
る
区
域
に
隣
接
す
る
も
の
に
係
る
当
該
自
然
災
害

第
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

そ
の
居
住
す
る
住
宅
が
半
壊
し
、
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
（
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十

八
号
）
第
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
を
い
う
。
）
の
補
修
を
含
む
大
規
模
な
補
修
を
行
わ
な
け
れ

ば
当
該
住
宅
に
居
住
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
（
前
二
号
に
掲
げ
る
世
帯
を
除
く
。
以
下
「
大
規
模
半

壊
世
帯
」
と
い
う
。
）



大
規
模
半
壊
世
帯
以
外
の
被
災
世
帯
（
以
下
「
全
壊
世
帯
」
と
い
う
。
）
の
世
帯
主
に
対
す

第
三
条
中
「
法
第
三
条
」
を
「

る
支
援
金
に
係
る
法
第
三
条
」
に
改
め
、
第
六
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第

四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
自
然
災
害
に
よ
り
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
た
者
の
当
該
負
傷
又
は
疾
病
の
治
療
の
た
め

の
医
療
に
要
す
る
費
用
で
当
該
自
然
災
害
が
発
生
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
を
経
過
す
る
日
ま
で

の
間
に
支
払
わ
れ
る
も
の

第
三
条
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

七

住
宅
（
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
公
営
住
宅
を
除
く
。
次
項

第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
賃
借
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
住
宅
の
家
賃

住
宅
の
再
建
設
（
全
壊
世
帯
が
従
前
居
住
し
て
い
た
住
宅
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
従
前
住
宅
」
と
い
う
。
）
の
存

八
し
て
い
た
土
地
（
土
砂
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
当
該
土
地
に
住
宅
を
建
設
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
土
地
以
外
の
土
地
）
の
全
部
又
は
一
部
に
新
た
に
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
を
い

う
。
）
の
た
め
必
要
な
従
前
住
宅
の
解
体
、
従
前
住
宅
か
ら
発
生
し
た
廃
棄
物
の
撤
去
及
び
整
地
に
要
す
る
費
用



九

住
宅
の
建
設
又
は
購
入
の
た
め
の
借
入
金
そ
の
他
の
債
務
に
係
る
利
息
及
び
債
務
保
証
料

十

住
宅
の
建
設
が
完
了
し
、
又
は
住
宅
の
購
入
を
す
る
ま
で
の
間
一
時
的
な
居
住
の
用
に
供
す
る
仮
設
住
宅
そ
の
他
の
物

件
又
は
施
設
の
利
用
料

十
一

第
六
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
住
宅
の
賃
借
、
建
設
又
は
購
入
に
必
要
な
経
費
で
あ
っ
て
内
閣
府

令
で
定
め
る
も
の

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

大
規
模
半
壊
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
支
援
金
に
係
る
法
第
三
条
の
政
令
で
定
め
る
経
費
は
、
自
立
し
た
生
活
を
開
始
す

る
た
め
に
必
要
な
経
費
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

住
宅
を
賃
借
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
住
宅
の
家
賃

二

住
宅
の
補
修
の
た
め
必
要
な
当
該
住
宅
の
一
部
の
除
却
、
当
該
住
宅
か
ら
発
生
し
た
廃
棄
物
の
撤
去
及
び
整
地
に
要
す

る
費
用

三

住
宅
の
補
修
、
建
設
又
は
購
入
の
た
め
の
借
入
金
そ
の
他
の
債
務
に
係
る
利
息
及
び
債
務
保
証
料

四

住
宅
の
補
修
若
し
く
は
建
設
が
完
了
し
、
又
は
住
宅
の
購
入
を
す
る
ま
で
の
間
一
時
的
な
居
住
の
用
に
供
す
る
仮
設
住



宅
そ
の
他
の
物
件
又
は
施
設
の
利
用
料

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
住
宅
の
賃
借
、
補
修
、
建
設
又
は
購
入
に
必
要
な
経
費
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め

る
も
の

第
四
条
第
一
項
中
「
次
の
各
号
」
を
「
全
壊
世
帯
に
あ
っ
て
は
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
大
規
模
半
壊
世
帯
に
あ
っ
て
は

第
三
号
及
び
第
五
号
」
に
、
「
百
万
円
」
を
「
三
百
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
前
条
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る

経
費
（
第
三
項
に
お
い
て
「
通
常
経
費
」
と
い
う
。
）
」
を
「
前
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
経
費
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
前
条
第
二
号
又
は
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
経
費
（
第
三
項
に
お
い
て
「
特
別
経
費
」
と
い
う
。

）
」
を
「
前
条
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
、
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
経
費
」
に
、
「
同
条
第
二
号
」
を
「
同
項
第
二
号

」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

前
条
第
一
項
第
七
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
経
費

世
帯
に
属
す
る
者
の

三
数
が
一
で
あ
る
場
合
又
は
二
以
上
で
あ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
世
帯

が
支
出
し
た
額
（
当
該
経
費
ご
と
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
も
の
に

あ
っ
て
は
、
当
該
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
額
を
減
じ
た
額
。
第
三
項
第
二
号
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）



前
条
第
一
項
第
八
号
、
第
九
号
又
は
第
十
一
号
に
掲
げ
る
経
費

世
帯
に
属
す
る
者
の
数
が
一
で
あ
る
場
合
又
は
二
以

四
上
で
あ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
世
帯
が
支
出
し
た
額
（
当
該
経
費
ご

と
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
限
度
額
を
超

え
て
支
出
し
た
額
を
減
じ
た
額
。
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

前
条
第
二
項
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
経
費

世
帯
に
属
す
る
者
の
数
が
一
で
あ
る
場
合
又
は
二
以
上

五
で
あ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
世
帯
が
支
出
し
た
額
（
当
該
経
費
ご
と

に
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
限
度
額
を
超
え

て
支
出
し
た
額
を
減
じ
た
額
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

第
四
条
第
二
項
中
「
前
項
各
号
」
を
「
全
壊
世
帯
に
あ
っ
て
は
前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
大
規
模
半
壊
世
帯
に
あ
っ

て
は
同
項
第
三
号
及
び
第
五
号
」
に
、
「
五
十
万
円
」
を
「
百
五
十
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
基
金
に
」
を
「
支
援

法
人
に
」
に
、
「
当
該
基
金
」
を
「
当
該
支
援
法
人
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
に
、
「
被
災
世
帯
が
前
条
各
号
」
を
「
全
壊

世
帯
が
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
、
「
当
該
被
災
世
帯
」
を
「
当
該
全
壊
世
帯
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
通

常
経
費

そ
の
」
を
「
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
経
費

そ
の
」
に
、
「
第
一
項
第
一
号
」
を
「
同
項
第
一
号
」
に
、
「
が
通



常
経
費
」
を
「
が
当
該
経
費
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
特
別
経
費

そ
の
」
を
「
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲

げ
る
経
費

当
該
経
費
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
」
に
、
「
第
一
項
第
二
号
」
を
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
、

「
が
特
別
経
費
」
を
「
が
当
該
経
費
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

都
道
府
県
は
、
大
規
模
半
壊
世
帯
が
第
一
項
第
三
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
経
費
に
充
て
る
た
め
支
出
の
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
支
出
前
に
お
い
て
も
、
当
該
大
規
模
半
壊
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
、
当
該
経
費
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ

、
そ
の
支
出
の
見
込
額
又
は
法
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
世
帯
に
あ
っ
て
は
同
項
第
三
号
若
し
く
は
第
五
号
の
内
閣
府
令
で

定
め
る
額
か
ら
、
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
世
帯
に
あ
っ
て
は
当
該
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額

か
ら
既
に
当
該
世
帯
が
当
該
経
費
に
つ
い
て
支
出
し
た
額
を
減
じ
た
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額

の
範
囲
内
で
、
支
援
金
を
概
算
で
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
中
「
第
三
条
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
六
号
又
は
前
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
」
を
「
第
三
条
第
一

項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
十
一
号
若
し
く
は
第
二
項
第
五
号
又
は
前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に

改
め
る
。附

則



こ
の
政
令
は
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成

十
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



理

由

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
被
災
者
の
自
立
し
た
生
活
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要

な
経
費
と
し
て
住
宅
の
再
建
設
に
必
要
な
解
体
、
廃
棄
物
の
撤
去
及
び
整
地
に
要
す
る
費
用
等
を
追
加
す
る
等
の
必
要
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。



1 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令 

新
旧
対
照
表 

○
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
三
百
六
十
一
号
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 
 

正 
 

案 

現 
 
 
 
 

行 
（
政
令
で
定
め
る
自
然
災
害
） 

第
一
条 
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
号
の
政
令

で
定
め
る
自
然
災
害
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
自
然
災
害
と
す
る
。 

一 

自
然
災
害
に
よ
り
災
害
救
助
法
施
行
令(

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
二
百
二
十
五

号)

第
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
被
害(

同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。)
が
発
生
し
た
市
町
村(

特
別
区
を
含
み
、
地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都

市
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
又
は
当
該
市
の
区
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。)

の
区
域
に
係
る
当
該
自
然
災
害 

二
・
三 

（
略
） 

四 

自
然
災
害
に
よ
り
五
以
上
の
世
帯
の
住
宅
が
全
壊
す
る
被
害
が
発
生
し
た
市
町

村
（
人
口
十
万
未
満
の
も
の
に
限
る
。）
の
区
域
で
あ
っ
て
、
前
三
号
に
規
定
す
る

区
域
に
隣
接
す
る
も
の
に
係
る
当
該
自
然
災
害 

（
政
令
で
定
め
る
自
然
災
害
） 

第
一
条 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
条
第
二
号
の
政
令

で
定
め
る
自
然
災
害
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
自
然
災
害
と
す
る
。 

一 

自
然
災
害
に
よ
り
災
害
救
助
法
施
行
令(

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
二
百
二
十
五

号)

第
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
被
害(

同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。)

が
発
生
し
た
市
町
村(

特
別
区
を
含
み
、
地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都

市
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
又
は
当
該
市
の
区
と
す
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)

の

区
域
に
係
る
当
該
自
然
災
害 

二
・
三 

（
略
） 

 
 

（
政
令
で
定
め
る
世
帯
） 

第
二
条 

法
第
二
条
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
世
帯
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一
・
二 

（
略
） 

三 

そ
の
居
住
す
る
住
宅
が
半
壊
し
、
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
（
建
築
基
準
法
施
行

令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
構
造
耐

力
上
主
要
な
部
分
を
い
う
。
）
の
補
修
を
含
む
大
規
模
な
補
修
を
行
わ
な
け
れ
ば
当

該
住
宅
に
居
住
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
（
前
二
号
に
掲
げ
る

世
帯
を
除
く
。
以
下
「
大
規
模
半
壊
世
帯
」
と
い
う
。
） 

（
政
令
で
定
め
る
世
帯
） 

第
二
条 

法
第
二
条
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
世
帯
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一
・
二 

（
略
） 
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（
政
令
で
定
め
る
経
費
）  

第
三
条 

大
規
模
半
壊
世
帯
以
外
の
被
災
世
帯
（
以
下
「
全
壊
世
帯
」
と
い
う
。）
の
世

帯
主
に
対
す
る
支
援
金
に
係
る
法
第
三
条
の
政
令
で
定
め
る
経
費
は
、
自
立
し
た
生
活

を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

（
政
令
で
定
め
る
経
費
） 

第
三
条 

法
第
三
条
の
政
令
で
定
め
る
経
費
は
、
自
立
し
た
生
活
を
開
始
す
る
た
め
に
必

要
な
経
費
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一
・
二 

（
略
） 

三 

第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
自
然
災
害
に
よ
り
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
た
者
の

当
該
負
傷
又
は
疾
病
の
治
療
の
た
め
の
医
療
に
要
す
る
費
用
で
当
該
自
然
災
害
が

発
生
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間

に
支
払
わ
れ
る
も
の 

四 

住
居
の
移
転
に
通
常
必
要
な
移
転
費
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。） 

 

五 

被
災
世
帯
に
属
す
る
者
の
住
居
の
移
転
の
た
め
の
交
通
費 

一
・
二 

（
略
） 

 

    

三 

住
居
の
移
転
に
通
常
必
要
な
移
転
費
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。） 

四 

被
災
世
帯
に
属
す
る
者
の
住
居
の
移
転
の
た
め
の
交
通
費 

六 

住
宅
を
賃
借
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
住
宅
の
借
家
権
の
設
定
の
対
価 

五 

住
宅
を
賃
借
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
住
宅
の
借
家
権
の
設
定
の
対
価 

 

六 

第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
自
然
災
害
に
よ
り
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
た
者
の

当
該
負
傷
又
は
疾
病
の
治
療
の
た
め
の
医
療
に
要
す
る
費
用
で
当
該
自
然
災
害
が

発
生
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間

に
支
払
わ
れ
る
も
の 

七 

住
宅
（
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
二
条
第
二
号
に

規
定
す
る
公
営
住
宅
を
除
く
。
次
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）
を
賃
借
す
る
場
合

に
お
け
る
当
該
住
宅
の
家
賃 

 

八 

住
宅
の
再
建
設
（
全
壊
世
帯
が
従
前
居
住
し
て
い
た
住
宅
（
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
「
従
前
住
宅
」
と
い
う
。）
の
存
し
て
い
た
土
地
（
土
砂
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ

そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
当
該
土
地
に
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
土
地
以
外
の
土
地
）
の
全
部
又
は
一
部
に
新
た
に

住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
を
い
う
。）
の
た
め
必
要
な
従
前
住
宅
の
解
体
、
従
前
住
宅

か
ら
発
生
し
た
廃
棄
物
の
撤
去
及
び
整
地
に
要
す
る
費
用 
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九 

住
宅
の
建
設
又
は
購
入
の
た
め
の
借
入
金
そ
の
他
の
債
務
に
係
る
利
息
及
び
債

務
保
証
料 

 

十 
住
宅
の
建
設
が
完
了
し
、
又
は
住
宅
の
購
入
を
す
る
ま
で
の
間
一
時
的
な
居
住
の

用
に
供
す
る
仮
設
住
宅
そ
の
他
の
物
件
又
は
施
設
の
利
用
料 

 
十
一 

第
六
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
住
宅
の
賃
借
、
建
設
又
は
購

入
に
必
要
な
経
費
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の 

 

２ 

大
規
模
半
壊
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
支
援
金
に
係
る
法
第
三
条
の
政
令
で
定
め

る
経
費
は
、
自
立
し
た
生
活
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。 

 

一 

住
宅
を
賃
借
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
住
宅
の
家
賃 

 

二 

住
宅
の
補
修
の
た
め
必
要
な
当
該
住
宅
の
一
部
の
除
却
、
当
該
住
宅
か
ら
発
生
し

た
廃
棄
物
の
撤
去
及
び
整
地
に
要
す
る
費
用 

 

三 

住
宅
の
補
修
、
建
設
又
は
購
入
の
た
め
の
借
入
金
そ
の
他
の
債
務
に
係
る
利
息
及

び
債
務
保
証
料 

 

四 

住
宅
の
補
修
若
し
く
は
建
設
が
完
了
し
、
又
は
住
宅
の
購
入
を
す
る
ま
で
の
間
一

時
的
な
居
住
の
用
に
供
す
る
仮
設
住
宅
そ
の
他
の
物
件
又
は
施
設
の
利
用
料 

 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
住
宅
の
賃
借
、
補
修
、
建
設
又
は
購
入
に
必
要

な
経
費
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の 

 

 
 

 

（
支
援
金
の
額
の
算
定
基
準
等
）  

第
四
条 

法
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
支
援
金
の
額
は
、
全
壊

世
帯
に
あ
っ
て
は
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
大
規
模
半
壊
世
帯
に
あ
っ
て
は
第
三
号

及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
経
費
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
出
し
た
額
の
合
計
額
（
当
該
合
計
額
が
三
百
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三

百
万
円
）
と
す
る
。 

（
支
援
金
の
額
の
算
定
基
準
等
） 

第
四
条 

法
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
支
援
金
の
額
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
経
費
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し

た
額
の
合
計
額
（
当
該
合
計
額
が
百
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
万
円
）
と

す
る
。 

一 

前
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
経
費 

世
帯
に
属
す
る
者
の
数
が

一 

前
条
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
経
費
（
第
三
項
に
お
い
て
「
通
常
経
費
」
と
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一
で
あ
る
場
合
又
は
二
以
上
で
あ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る

額
の
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
世
帯
が
支
出
し
た
額 

い
う
。） 

世
帯
に
属
す
る
者
の
数
が
一
で
あ
る
場
合
又
は
二
以
上
で
あ
る
場
合
の

区
分
に
応
じ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
世
帯
が
支
出
し

た
額 

二 
前
条
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
、
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
経
費 

世
帯
に

属
す
る
者
の
数
が
一
で
あ
る
場
合
又
は
二
以
上
で
あ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
内

閣
府
令
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
世
帯
が
支
出
し
た
額
（
同
項
第
二
号

に
掲
げ
る
経
費
に
係
る
も
の
で
物
品
の
種
類
に
応
じ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
限
度

額
を
超
え
て
支
出
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
額
を

減
じ
た
額
。
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。） 

三 

前
条
第
一
項
第
七
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
四
号

に
掲
げ
る
経
費 

世
帯
に
属
す
る
者
の
数
が
一
で
あ
る
場
合
又
は
二
以
上
で
あ
る

場
合
の
区
分
に
応
じ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
世
帯
が

支
出
し
た
額
（
当
該
経
費
ご
と
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
限

度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
額

を
減
じ
た
額
。
第
三
項
第
二
号
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。） 

四 

前
条
第
一
項
第
八
号
、
第
九
号
又
は
第
十
一
号
に
掲
げ
る
経
費 

世
帯
に
属
す
る

者
の
数
が
一
で
あ
る
場
合
又
は
二
以
上
で
あ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
内
閣
府
令

で
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
世
帯
が
支
出
し
た
額
（
当
該
経
費
ご
と
に
内

閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
も
の
に

あ
っ
て
は
、
当
該
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
額
を
減
じ
た
額
。
第
三
項
第
二
号
に

お
い
て
同
じ
。） 

五 

前
条
第
二
項
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
経
費 

世
帯
に
属
す
る
者

の
数
が
一
で
あ
る
場
合
又
は
二
以
上
で
あ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
内
閣
府
令
で

定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
世
帯
が
支
出
し
た
額
（
当
該
経
費
ご
と
に
内
閣

府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
も
の
に
あ

っ
て
は
、
当
該
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
額
を
減
じ
た
額
。
第
四
項
に
お
い
て
同

二 

前
条
第
二
号
又
は
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
経
費
（
第
三
項
に
お
い
て

「
特
別
経
費
」
と
い
う
。） 

世
帯
に
属
す
る
者
の
数
が
一
で
あ
る
場
合
又
は
二
以

上
で
あ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
当

該
世
帯
が
支
出
し
た
額
（
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
経
費
に
係
る
も
の
で
物
品
の
種
類

に
応
じ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当

該
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
額
を
減
じ
た
額
。
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。） 
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じ
。） 

２ 

法
第
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
支
援
金
の
額
は
、
全
壊
世
帯

に
あ
っ
て
は
前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
大
規
模
半
壊
世
帯
に
あ
っ
て
は
同
項
第

三
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
経
費
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
出
し
た
額
の
合
計
額
（
当
該
合
計
額
が
百
五
十
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
百
五
十
万
円
）
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
内
閣
府
令
で
定
め
る

額
」
と
あ
る
の
は
、「
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

法
第
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
支
援
金
の
額
は
、
前
項
各
号

に
掲
げ
る
経
費
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額

の
合
計
額
（
当
該
合
計
額
が
五
十
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
五
十
万
円
）
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
」
と
あ
る
の
は
、「
内

閣
府
令
で
定
め
る
額
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 

３ 

都
道
府
県
（
当
該
都
道
府
県
が
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
援
金
の
支
給
に

関
す
る
事
務
の
全
部
を
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
援
法
人
に
委
託
し
た
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
援
法
人
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）
は
、
全
壊
世
帯
が
第
一
項

第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
経
費
に
充
て
る
た
め
支
出
の
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
支
出
前
に
お
い
て
も
、
当
該
全
壊
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
範
囲
内
で
支
援

金
を
概
算
で
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
経
費 

そ
の
支
出
の
見
込
額
又
は
法
第
三
条
第
一
号 

に
掲
げ
る
世
帯
に
あ
っ
て
は
同
項
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
か
ら
、
同
条
第

二
号
に
掲
げ
る
世
帯
に
あ
っ
て
は
当
該
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
に
百
分
の
五
十
を

乗
じ
て
得
た
額
か
ら
既
に
当
該
世
帯
が
当
該
経
費
に
つ
い
て
支
出
し
た
額
を
減
じ

た
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
の
範
囲
内 

３ 

都
道
府
県
（
当
該
都
道
府
県
が
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
援
金
の
支
給
に

関
す
る
事
務
の
全
部
を
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
金
に
委
託
し
た
場
合
に
あ

っ
て
は
、
当
該
基
金
）
は
、
被
災
世
帯
が
前
条
各
号
に
掲
げ
る
経
費
に
充
て
る
た
め
支

出
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
支
出
前
に
お
い
て
も
、
当
該
被
災
世
帯
の

世
帯
主
に
対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
範
囲
内
で
支
援
金
を
概
算
で
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

通
常
経
費 

そ
の
支
出
の
見
込
額
又
は
法
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
世
帯
に
あ

っ
て
は
第
一
項
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
か
ら
、
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
世

帯
に
あ
っ
て
は
当
該
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
か

ら
既
に
当
該
世
帯
が
通
常
経
費
に
つ
い
て
支
出
し
た
額
を
減
じ
た
額
の
い
ず
れ
か

低
い
額
の
範
囲
内 

二 

第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
経
費 

当
該
経
費
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ

れ
、
そ
の
支
出
の
見
込
額
又
は
法
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
世
帯
に
あ
っ
て
は
同
項

第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
か
ら
、
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る

世
帯
に
あ
っ
て
は
当
該
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額

か
ら
既
に
当
該
世
帯
が
当
該
経
費
に
つ
い
て
支
出
し
た
額
を
減
じ
た
額
に
二
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
の
範
囲
内 

二 

特
別
経
費 

そ
の
支
出
の
見
込
額
又
は
法
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
世
帯
に
あ

っ
て
は
第
一
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
か
ら
、
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
世

帯
に
あ
っ
て
は
当
該
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
か

ら
既
に
当
該
世
帯
が
特
別
経
費
に
つ
い
て
支
出
し
た
額
を
減
じ
た
額
に
二
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
の
範
囲
内 
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４ 

都
道
府
県
は
、
大
規
模
半
壊
世
帯
が
第
一
項
第
三
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
経
費
に

充
て
る
た
め
支
出
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
支
出
前
に
お
い
て
も
、
当

該
大
規
模
半
壊
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
、
当
該
経
費
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
支
出

の
見
込
額
又
は
法
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
世
帯
に
あ
っ
て
は
同
項
第
三
号
若
し
く

は
第
五
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
か
ら
、
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
世
帯
に
あ
っ
て
は

当
該
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
既
に
当
該
世
帯

が
当
該
経
費
に
つ
い
て
支
出
し
た
額
を
減
じ
た
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
の

い
ず
れ
か
低
い
額
の
範
囲
内
で
、
支
援
金
を
概
算
で
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

 

（
協
議
） 

第
五
条 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
十

一
号
若
し
く
は
第
二
項
第
五
号
又
は
前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
内
閣

府
令
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

（
協
議
） 

第
五
条 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
三
条
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
六
号
又
は
前
条
第

一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
内
閣
府
令
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
参
照
条
文

○

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
（
平
成
十
年
五
月
二
十
二
日
法
律
第
六
十
六
号
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

（
略
）

二

被
災
世
帯

政
令
で
定
め
る
自
然
災
害
に
よ
り
、
そ
の
居
住
す
る
住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
程
度
の
被
害
を
受
け
た
と
認
め
ら
れ

る
世
帯
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

（
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
支
給
）

第
三
条

都
道
府
県
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
被
災
世
帯
と
な
っ
た
世
帯
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
世
帯
主
に
対
し
、
自
立
し
た
生

活
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
充
て
る
も
の
と
し
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
超
え
な
い
額
の
被
災
者
生
活
再
建
支

援
金(

以
下
「
支
援
金
」
と
い
う
。)

の
支
給
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

当
該
世
帯
に
属
す
る
者
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
収
入
の
合
計
額
（
次
号
に
お
い
て
「
収
入
合
計
額
」
と
い
う
。
）
が
五
百
万

円
以
下
で
あ
る
世
帯

三
百
万
円

二

収
入
合
計
額
が
五
百
万
円
を
超
え
八
百
万
円
以
下
で
あ
る
世
帯
で
あ
っ
て
、
そ
の
世
帯
主
の
年
齢
が
六
十
歳
以
上
で
あ
る
も
の
（
収
入
合
計
額
が
五
百

万
円
を
超
え
七
百
万
円
以
下
で
あ
る
世
帯
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
世
帯
主
の
年
齢
が
四
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満
で
あ
る
世
帯
を
含
む
。
）
又
は
内
閣
府
令

で
定
め
る
要
援
護
世
帯
で
あ
る
も
の

百
五
十
万
円

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

支
援
金
の
額
の
算
定
基
準
そ
の
他
支
援
金
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

○

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
十
六
日
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）

(

用
語
の
定
義)

第
一
条

こ
の
政
令
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
・
二

（
略
）

三

構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分

基
礎
、
基
礎
ぐ
い
、
壁
、
柱
、
小
屋
組
、
土
台
、
斜
材
（
筋
か
い
、
方
づ
え
、
火
打
材
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
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い
う
。
）
、
床
版
、
屋
根
版
又
は
横
架
材(

は
り
、
け
た
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
い
う
。
）
で
、
建
築
物
の
自
重
若
し
く
は
積
載
荷
重
、
積
雪
、

風
圧
、
土
圧
若
し
く
は
水
圧
又
は
地
震
そ
の
他
の
震
動
若
し
く
は
衝
撃
を
支
え
る
も
の
を
い
う
。

四
～
六

（
略
）

○

公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
六
月
四
日
法
律
第
百
九
十
三
号
）

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

（
略
）

二

公
営
住
宅

地
方
公
共
団
体
が
、
建
設
、
買
取
り
又
は
借
上
げ
を
行
い
、
低
額
所
得
者
に
賃
貸
し
、
又
は
転
貸
す
る
た
め
の
住
宅
及
び
そ
の
附
帯
施
設

で
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
に
係
る
も
の
を
い
う
。

三
～
十
六

（
略
）


